
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発育測定 

１月１１日（木） ５・６年生 

体育着 

忘れずに！ 
１月１２日（金） ３・４年生 

１月１５日（月） １・２年生 

和光市立本町小学校 

保健室 

令和６年 1月９日 
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２０２４年になりました。今年
こ と し

もよろしくお願い
 ね が  

しま

す。みなさんは今年
こ と し

の目標
もくひょう

を立てました
た    

か？どん

な目標
もくひょう

でもコツコツと努力
ど り ょ く

を積み重ねる
つ  か さ   

ことが

大切
たいせつ

ですね。そのためには、健康
け ん こ う

な心
こころ

と体
からだ

が必要
ひつ よ う

です。今年
こ と し

一年
いちねん

も、けがや事故
じ こ

、病気
び ょ う き

に気
き

を付けて
つ   

過ごしましょう
す      

。みなさんの毎日
まいにち

が、元気
げ ん き

で充実
じゅうじつ

し

た日々
ひ び

になるように応援
お う え ん

しています！ 
 

１２月７日（木）に第二回学校保健委員会（薬物乱用防止教室）を開催しました。ご参会いただい

た校医の皆様、保護者の皆様、ありがとうございました。次頁に、新体力テストの結果を掲載しま

す。お子様の体力づくりの参考にしてください。 



令和５年度 本町小学校 新体力テストの結果 

 

 

 

１ 調査の目的 

（１） 児童に自己の能力を理解させ、自ら健康の増進・体力向上を図れるようにする。 

（２） 教師が児童の体力の実態を把握し、体育指導に生かす資料とする。 

 

２ 調査方法 

（１） 実施期間   令和５年５月～６月までの約１か月間 

（２） 対象       和光市立本町小学校全児童 

（３） 実施種目   握力・上体起こし・長座体前屈・反復横とび・２０ｍシャトルラン・５０ｍ走・立ち幅とび・ボール投げ 

 

３ 令和５年度の新体力テストの埼玉県平均 

学年 

性別 

項目 握力 上体起こ

し 

長座体

前屈 

反復横と

び 

２０ｍシャ

トルラン 

５０ｍ走 立ち幅と

び 

ボール投

げ 

ｋｇ 回 ｃｍ 点 回 秒 ｃｍ ｍ 

１年男子 県平均 9.01 12.27 27.47 27.88 21.09 11.56 116.53 8.04 

１年女子 県平均 8.53 11.80 29.98 26.71 17.79 11.87 109.22 5.69 

２年男子 県平均 10.59 15.34 29.23 31.97 30.30 10.72 127.80 10.85 

２年女子 県平均 10.06 14.82 32.34 30.54 24.14 11.06 119.72 7.43 

３年男子 県平均 12.34 17.49 31.14 35.52 37.87 10.18 137.00 13.76 

３年女子 県平均 11.79 16.96 34.90 33.82 29.41 10.50 129.96 9.36 

４年男子 県平均 14.06 19.18 33.19 39.23 44.69 9.77 145.64 16.80 

４年女子 県平均 13.65 18.66 37.46 37.64 35.62 10.04 139.80 11.34 

５年男子 県平均 16.17 20.92 35.85 43.02 51.40 9.39 155.05 19.65 

５年女子 県平均 16.22 20.14 40.89 41.16 41.87 9.59 149.33 13.29 

６年男子 県平均 19.07 22.69 38.04 46.16 59.23 8.93 165.55 22.78 

６年女子 県平均 19.10 21.25 43.67 43.62 46.90 9.19 157.13 14.94 

 

４ 種目で試される力について 

 

 

 

 

 

 

 



５ 新体力テストの分析 

【分析】 

  今年度の結果から男子では３３項目（昨年より９項目増）、女子では２５項目（昨年よ

り５項目増）埼玉県の平均値を上回ることができました。６年生は全項目で平均を上回

った。今年度は、子供たちに新体力テストへの興味を持ってもらうために、テスト実施の１

か月前に昨年度課題だった「握力・反復横跳び・上体起こし・立ち幅跳び」が練習でき

るコーナーを設けました。授業で取り組むだけでなく、休み時間に自主的に取り組むこと

で、正しい計測の方法を理解したり、練習の回数を重ねていく上で記録を更新したりと

良い結果につながった。また、教職員の共通理解を図るために、新体力テストの計測マ

ニュアルを作成し、正しい計測ができるようにした。計測方法の確認を行うことで、正し

い計測ができ、児童の記録の向上につながったと考えられる。今年度の結果から、「上

体起こし・長座体前屈・ボール投げ」に課題があり、県平均値を下回る学年が多かっ

た。課題につながる内容を授業に取り入れたり、休み時間の活動に取り組んだりと工夫

していく必要がある。 

 

６ 今後に向けて 

  本町小の児童の体力を上げていくには、運動する機会を多く作ることが大切です。学校内では、休み時間等の外遊び、

体育授業時の運動時間の確保に努めて参ります。夏季・冬季休業日における家庭での体力カードへの取り組みなど今後

も継続して取り組んでいきたいと思います。埼玉県の平均値を掲載しましたので、夏の個人面談の際に配付した体力プロ

フィールシートにてお子様の記録を確認していただき、県平均値と比べ、今後の参考にしていただければ幸いです。今後も

子供たちの体力向上にご協力をお願いいたします。 


